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令和６年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 ９ 月 会 議 会 議 録（第１日） 

 

議事日程（第１号） 

                    令和６年９月５日 午前10時00分開議 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名 
13番 中田 恭一 

14番 市山  繁 

日程第２ 審議期間の決定 21日間 決定 

日程第３ 諸般の報告 議長 報告 

日程第４ 行政報告 市長 説明 

日程第５ 報告第６号 
令和５年度壱岐空港ターミナルビル株式会

社に係る経営状況の報告について 
市長、総務部部長 説明 

日程第６ 報告第７号 
令和５年度株式会社壱岐カントリー倶楽部

に係る経営状況の報告について 
企画振興部部長 説明 

日程第７ 報告第８号 
令和５年度公益財団法人壱岐栽培漁業振興

公社に係る経営状況の報告について 
農林水産部部長 説明 

日程第８ 報告第９号 
令和５年度一般財団法人壱岐市開発公社に

係る経営状況の報告について 
企画振興部部長 説明 

日程第９ 報告第10号 
令和５年度一般社団法人壱岐市ふるさと商

社に係る経営状況の報告について 
企画振興部部長 説明 

日程第10 報告第11号 
令和５年度壱岐市財政健全化判断比率及び

資金不足比率の報告について 
財政課課長 説明 

日程第11 議案第42号 壱岐市行政組織条例の一部改正について 総務部部長 説明 

日程第12 議案第43号 

壱岐市行政手続における特定の個人を識別

するための番号の利用等に関する法律に基

づく個人番号の利用及び特定個人情報の提

供に関する条例の一部改正について 

市民部部長 説明 

日程第13 議案第44号 
壱岐市へき地保育所設置条例の一部改正に

ついて 
市民部部長 説明 

日程第14 議案第45号 
壱岐市国民健康保険条例の一部改正につい

て 
保健環境部部長 説明 

日程第15 議案第46号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐市ケーブルテレビ施設） 
企画振興部部長 説明 

日程第16 議案第47号 
令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第２

号） 
財政課課長 説明 

日程第17 議案第48号 
令和６年度壱岐市介護保険事業特別会計補

正予算（第１号） 
保健環境部部長 説明 
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日程第18 議案第49号 
令和６年度壱岐市三島航路事業特別会計補

正予算（第１号） 
総務部部長 説明 

日程第19 認定第１号 
令和５年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認

定について 
財政課課長 説明 

日程第20 認定第２号 
令和５年度壱岐市国民健康保険事業特別会

計歳入歳出決算認定について 
保健環境部部長 説明 

日程第21 認定第３号 
令和５年度壱岐市後期高齢者医療事業特別

会計歳入歳出決算認定について 
保健環境部部長 説明 

日程第22 認定第４号 
令和５年度壱岐市介護保険事業特別会計歳

入歳出決算認定について 
保健環境部部長 説明 

日程第23 認定第５号 
令和５年度壱岐市下水道事業特別会計歳入

歳出決算認定について 
建設部部長 説明 

日程第24 認定第６号 
令和５年度壱岐市三島航路事業特別会計歳

入歳出決算認定について 
総務部部長 説明 

日程第25 認定第７号 
令和５年度壱岐市農業機械銀行特別会計歳

入歳出決算認定について 
農林水産部部長 説明 

日程第26 認定第８号 
令和５年度壱岐市水道事業会計欠損金の処

理及び決算の認定について 
建設部部長 説明 

日程第27 請願第１号 
令和６年度 へき地保育所の閉園延長に関

する請願 
 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第１号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（16名） 

１番 松本 順子君       ２番 樋口伊久磨君 

３番 武原由里子君       ４番 山口 欽秀君 

５番 山内  豊君       ６番 中原 正博君 

７番 山川 忠久君       ８番 植村 圭司君 

９番 清水  修君       10番 土谷 勇二君 

11番 音嶋 正吾君       12番 豊坂 敏文君 

13番 中田 恭一君       14番 市山  繁君 

15番 赤木 貴尚君       16番 小金丸益明君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 
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────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

議会事務局局長    村田  靖君   議会事務局次長 松永 淳志君 

議会事務局書記    栁原 隆次君                  

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長  篠原 一生君  副市長  中上 良二君 

教育長  山口 千樹君  総務部部長  平田 英貴君 

企画振興部部長  塚本 和広君  市民部部長  吉田 博之君 

保健環境部部長  草合 正吉君  農林水産部部長  松嶋 要次君 

建設部部長  平本 善広君  消防本部消防長  山川  康君 

教育次長  目良 顕隆君  総務課課長  横山 将司君 

財政課課長  原  裕治君  会計管理者  篠崎 昭子君 

代表監査委員  吉田 泰夫君                     

 

午前10時00分開議 

○議長（小金丸益明君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前に、あらかじめ御報告いたします。報道機関に対し、撮影機材等の使用を許可い

たしておりますので、御了承ください。 

 ただいまの出席議員は１６名であり、定足数に達しております。 

 ただいまから、令和６年壱岐市議会定例会９月会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（小金丸益明君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、１３番、中田恭一議員、

１４番、市山繁議員を指名します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．審議期間の決定 

○議長（小金丸益明君）  日程第２、審議期間の決定を議題とします。 

 ９月会議の審議期間につきましては、本日から９月２５日までの２１日間とし、審議期間の日

程につきましては、タブレットに配信のとおりとしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（小金丸益明君）  異議なしと認めます。よって、９月会議の審議期間は本日から９月

２５日までの２１日間と決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．諸般の報告 

○議長（小金丸益明君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 諸般の報告につきましては、タブレットに配信のとおりでございます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．行政報告 

○議長（小金丸益明君）  日程第４、行政報告を行います。 

 篠原一生市長より行政報告の申出があっておりますので、これを許します。篠原市長。 

〔市長（篠原 一生君） 登壇〕 

○市長（篠原 一生君）  本日ここに、令和６年壱岐市議会定例会９月会議に当たり、８月会議以

降、本日までの市政の重要事項、及び今回補正予算に計上した主な内容等について御報告申し上

げ、議員皆様の御理解と御協力を賜りたいと存じます。 

 航路の維持・確保につきまして、現在、本市に就航している２隻のジェットフォイルは、市民

生活の足としてだけでなく、本土の医療機関への迅速な患者搬送のほか、観光促進等、交流人口

の拡大にも重要な役割を果たしております。 

 しかしながら、いずれのジェットフォイルも建造から３０年以上が経過し、老朽化が進んでお

り、更新の時期を迎えておりますが、新船建造費の高騰などにより、航路事業者単独での更新は

非常に困難な状況となっておりました。 

 そのため、本市では、これまで県知事要望等を通じて、国へ更新に対する支援制度の創設を求

めてきたところであり、本年２月には、壱岐市航路対策協議会より事業者へ更新の要望書を提出

しておりました。 

 その結果もあり、今般、航路事業者である九州郵船株式会社において、国の支援制度が活用で

きることとなり、船齢が最も高いジェットフォイル「ヴィーナス２」の更新が進められる運びと

なりました。 

 本市としましては、現在の運航体制を維持し、持続可能な航路運営を図るためには、国の支援

と合わせて、県と市が一体となり、更新に係る建造費の一部を支援する必要があると判断し、所

要の予算を計上しております。 

 今後とも、国、県及び対馬市等と連携し、航路の維持・確保に努めてまいります。 

 機構改革につきまして、市の組織機構については、多様化・高度化する行政ニーズに的確かつ

迅速に対応するため、これまでも課の新設・統廃合などを進め、効率的な行政運営を図ってまい
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りました。 

 今般、より一層の行政運営の効率化を図るため、高齢者福祉に関する事務の所管を保健環境部

に一元化することなどを盛り込んだ行政組織条例の一部改正について、令和７年１月１日からの

実施を図るべく、本定例会に提案しておりますので、御審議賜りますようお願いいたします。 

 組織機構については、今後も時代の流れを適切に捉え、限られた職員数の中で持続的な行政運

営ができるよう、関係部署の意見を十分に踏まえた上で、適宜見直しを図ってまいります。 

 全国離島交流中学生野球大会につきまして、８月１９日から２２日まで本市で開催された「国

土交通大臣杯第１５回全国離島交流中学生野球大会」通称「離島甲子園」は、２５の自治体から

２３チーム総勢約６００名の参加を得て、連日の猛暑の中、熱戦が繰り広げられました。 

 本市からは、地元開催ということもあり、２チームが出場いたしました。 

 「ＡＬＬ ＩＫＩ」チームは、初戦「屋久島選抜」に競り勝ちましたが、第２戦目で「竹富町

選抜」に惜しくも敗退しました。 

 一方、「壱岐市選抜」チームは、投打の活躍で初戦、第２戦を勝ち進み、準々決勝では「隠岐

の島あんやらーず」に快勝、準決勝では昨年決勝戦を戦った「石垣島ぱいーぐるズ」と対戦しま

したが惜敗し、大会連覇の夢は途切れました。 

 しかしながら、猛暑の中、懸命にプレーする選手の姿や、スタンドが一体となって熱い声援を

送る光景に、勇気と感動を与えていただきました。 

 また、本大会では各会場の試合をユーチューブによるライブ配信や、壱岐市ケーブルテレビに

よる中継等を行い、多くの皆様に御観覧いただきました。 

 市民皆様には、全チームに対し、温かい御声援と、おもてなしの心で接していただき、多くの

参加者、関係者の皆様から感謝の言葉をいただきました。 

 本大会を支えていただきました壱岐市軟式野球連盟審判部の皆様をはじめ、物心両面にわたり

御支援、御協力いただきました協賛企業、大会関係者の皆様、そして大会運営に御尽力いただい

た多くのスタッフの皆様に心から感謝を申し上げます。 

 観光振興につきまして、本市における観光客数を推計する上で参考となる九州郵船とオリエン

タルエアブリッジの本年７月の乗降客数は５万６,２６３人で、対前年比９４.２％でありました。 

 このような中、スポーツ合宿においては、８月末までに１４０の団体、２,８３８名の申請が

あり、コロナ禍前の水準まで戻ってきており、大きな経済効果を生み出しております。 

 引き続き、島内スポーツ団体と連携した大会の開催及び誘客促進に積極的に取り組んでまいり

ます。 

 次に、去る８月８日に、朝鮮通信使復元船が２６０年ぶりに勝本港に寄港いたしました。 

 本船は、韓国・釜山を出港し、下関まで航行するもので、８月９日に入港セレモニー、１０日
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と１１日に船上博物館の見学、江戸時代に朝鮮通信使をもてなした再現料理の試食会を行い、多

くの市民皆様に御来場をいただきました。 

 また、派遣団の皆様には、１６日まで滞在いただき、本市を視察いただいたところです。 

 今後も、本市の魅力を積極的に国内外へ発信し、国内観光客に加え、外国人観光客の増加にも

努め、市内経済の活性化を図ってまいります。 

 壱岐ウルトラマラソンにつきまして、壱岐ウルトラマラソンの申込みは、７月１９日に応募を

締め切り、北は北海道から南は沖縄まで３７都道府県から１００キロメートル５５６人、５０キ

ロメートル２７１人、計８２７人のエントリーをいただきました。 

 過去最高のエントリー数でありました昨年度より、さらに８１名多いエントリーとなりました。 

 これは、これまでの本大会における市民皆様の御協力や沿道での温かい御声援等の「おもてな

し」による大会運営の成果であると考えております。 

 今後は、市全体で大会を盛り上げるため、これまでの大会同様、小学生の皆様には参加選手へ

の手紙と応援のぼりの製作、中学生・高校生の皆さんには当日の給水所等の運営に協力をいただ

き、併せて選手への激励を行っていただくようにしております。 

 また、島内外の多くの企業から御協賛いただき、様々な面で御支援をいただいております。 

 本大会は、壱岐全島を舞台とした一大イベントでありますので、市民皆様をはじめ関係機関、

団体皆様の御理解、御協力をお願いいたします。 

 日本遺産再認定につきまして、本市は、平成２７年に「国境の島 壱岐・対馬・五島～古代か

らの架け橋」として、文化庁より日本遺産第１号の認定を受けております。 

 この日本遺産は、保全を目的とする世界遺産とは異なり、地域の有形・無形の文化財をストー

リーとしてまとめ、観光振興につなげることを目的として文化庁が認定するもので、これまで全

国で１０４件が認定されております。 

 しかしながら、認定後の取組に温度差があることから、取組が不十分な地域の認定取消しのほ

か、追加認定について審査する制度が導入されたところでありますが、本市の日本遺産認定につ

いては、本年度行われた審査の結果、７月２３日に継続認定の通知がなされたところであります。 

 今後、国境の島が紡いだ文化・歴史・伝統を次世代に継承しながら、日本遺産として認定され

た物語を県及び関係市町と連携して国内外に広く発信し、観光資源としての価値を高めることで、

観光客の増加を促進し、地域活性化を目指した取組を進めてまいります。 

 農業の振興につきまして、本年の早期水稲については、７月の高温、降雨等の影響で紋枯れ病

が発生している圃場が散見されましたが、気温が高く、日照時間が多く推移したため、生育が早

まり、成熟期の中心は平年よりやや早い８月１６日から２６日頃となりました。 

 また、普通期水稲についても、気温が高く、日照時間も多く推移したため、順調に生育が進ん
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でおりますが、梅雨時期以降の降水量が少なく、登熟期間中の用水不足が懸念されること、また、

病害虫の発生のおそれもありますので、引き続き適切な栽培管理が必要となっております。 

 葉たばこについても、２月から３月に降雨の影響で移植作業が遅れたものの、５月以降、日照

時間に恵まれたこと、また、病害の発生が例年より少なかったことで、目標収量である２５０キ

ログラムを大幅に超えた２７０キログラムの反収が見込まれております。 

 肉用牛については、今般の国際情勢の影響を受け、飼料価格等の高騰が長期化しており、畜産

経営を圧迫する厳しい状況が続いております。 

 このような中、去る７月２７日に佐世保食肉センターで開催された第３０回「長崎和牛」系統

枝肉共励会において、壱岐産素牛での出品購買者が金賞及び銅賞を、また壱岐市農協肥育セン

ター出品牛が銅賞を受賞されました。 

 これは壱岐牛の名声がさらに高められた結果となり、大変喜ばしく思っております。 

 なお、１０月２４日には、第１１回壱岐市和牛共進会が開催される予定であります。 

 一方、８月に開催された子牛競り市では、前回６月の平均価格と比較し９３.３％、３万

６,０００円安の５１万７,０００円と厳しい結果となりました。 

 市としましては、引き続き、国、県の各種施策を積極的に活用しながら、支援してまいります。 

 また、効率的な農地利用を行うために、目指すべき将来の農地利用の姿を明確化する「地域計

画」を、令和７年３月末までに作成することになっており、現在、各地区において関係機関と協

力して協議を進めております。 

 農業の持続的発展のため、地域農業の担い手となる認定農業者や新規就農者、集落営農組織な

ど、多様な担い手の確保に努めるとともに、農地の利用集積及び農業経営の規模拡大に向けた取

組を推進してまいります。 

 水産業の振興につきまして、本年４月から７月までの本市の漁獲量及び漁獲高を昨年同期と比

較いたしますと、漁獲量は１３％減の６９３トン、漁獲高は１７％減の８億７,３００万円と、

ともに減少しております。 

 これは、５月から６月にかけて大型クロマグロが１１８トン漁獲され、ほぼ上限に達したこと

で、残りを漁獲できなかった結果、クロマグロが捕食する大量のイカ類やアジなどが釣れず、さ

らにはイカ釣り漁業の操業時に漁具を切られる被害も発生したため、イカ釣り漁業者が出漁を控

えたことが要因だと考えられます。 

 日本のクロマグロ漁獲枠については、ＷＣＰＦＣ（中西部太平洋まぐろ類委員会）で決定され

ますが、７月に開催されたＷＣＰＦＣの北小委員会では、これまでの規制により、クロマグロ資

源が回復しているため、大型魚を５０％、小型魚を１０％増枠することで合意されています。 

 この合意は１２月頃開催されるＷＣＰＦＣの本会議で承認される見込みでありますが、昨年ま
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でに引き続き、県並びに県議会の要望の中で、クロマグロの漁獲枠の拡大について要望してまい

ります。 

 一方で、市内５漁協の正会員数は、令和５年度末で昨年から２５名減の６９９名となっており、

漁家及び漁協の経営は大変厳しい状況が続いております。 

 今後も引き続き、漁業者の皆様そして各漁協をはじめ、関係機関と連携を図りながら、各種施

策に積極的に取り組んでまいります。 

 また、磯焼け対策として、植食性動物駆除等に取り組んでおり、昨年度、三島・渡良地区を中

心に、広範囲の藻場の再生を確認し、回復した藻場をクレジット化した結果、Ｊブルークレジッ

ト９７４.６トン癩ＣＯ２の認証を受けました。 

 これまでに３４.６トン癩ＣＯ２を企業に御購入いただいており、残るクレジットについても

継続して販売に努めております。 

 この収益を活用し、持続的な磯焼け対策につなげることにより、本市周辺海域における藻場の

早期回復を図ってまいります。 

 新型コロナウイルスワクチン接種につきまして、令和６年度の新型コロナウイルスワクチン接

種については、個人の重症化予防を目的とした定期接種として、１０月から医療機関において実

施を予定しております。 

 対象者は６５歳以上の方及び６０歳から６４歳の基礎疾患を有する方で、１人１回の接種とな

り、接種費用の自己負担額は２,３００円程度です。 

 今回から予防接種法上のＢ類疾病となっており、個人への接種券及び予診票の送付は行いませ

んので、接種を希望される方が医療機関に直接予約していただくようになります。 

 詳しくは、広報紙、回覧、ケーブルテレビ等でお知らせしてまいりますので、接種を希望され

る皆様が引き続き安心・安全に接種できるよう、壱岐医師会の御協力の下、円滑な接種に努めて

まいります。 

 保育所運営につきまして、壱岐市総合計画及び壱岐市子ども・子育て支援事業計画等を基本に

進めてまいりました保育所運営については、市民皆様から様々な御意見をいただきながらも、令

和６年３月末に渡良・沼津・初山のへき地保育所３園の閉所を行いました。 

 また、市の方針としてこれまで説明してきたとおり、残る柳田・志原のへき地保育所について

も、令和７年３月末閉所に向けての関係条例を本定例会に提案しておりますので、御審議賜りま

すようお願いいたします。 

 へき地保育所は、交通条件等で恵まれない地域の児童に対する保育対策であり、現在そして将

来の本市の状況には即しておらず、その役割は終わったものと考えております。 

 今後は時代の流れに合わせ、施設の集約化を行うことで、保育士を効率的に配置し、持続可能



- 13 - 

な保育所運営を図ってまいります。 

 そして何よりも子どもに寄り添い、保育にかける力を集中させていくことが、保育環境の充実、

保育力の向上及び質の高い幼児教育の提供につながるものと考えております。 

 今後とも、健全な保育所運営とよりよい保育サービスの提供、並びに将来を担う子どもたちの

最善の利益を守るための取組を市民皆様の御理解と御協力をいただきながら進めてまいります。 

 小中学生の活躍につきまして、近年の小中学生のスポーツにおける活躍は目覚ましく、各競技

において、九州大会及び全国大会に出場しております。 

 ７月２１日から２２日にかけて開催された長崎県中学校総合体育大会陸上競技において、１年

男子４００メートルリレーの部で、郷ノ浦中学校チームが見事優勝、そのリレーメンバーである

中山涼雅さんが１年男子１００メートルの部で準優勝に輝き、８月６日に開催された九州中学校

体育大会においても、第４位の好成績を収めています。 

 また、中学生男子ソフトボールでは、クラブチームの壱岐ブレイブスが８月に福岡市で開催さ

れた第２４回全日本中学生男子ソフトボール大会に長崎県代表として出場しており、サッカーで

は、壱岐少年サッカークラブが８月に開催された第４４回九州ブロックスポーツ少年団サッカー

交流大会において、堂々たる第３位の結果を収めております。 

 本市の小中学生の活躍を大変うれしく頼もしく思いますとともに、今後の壱岐市の子どもたち

のさらなる活躍を期待しております。 

 このほか、スポーツに取り組む子どもだけでなく、指導に当たる指導者や保護者等を対象とし

て、智辯学園和歌山高等学校野球部の名誉監督である高嶋仁氏をお招きし、「夢叶うまで挑戦」

と題した講演会を来る１０月２６日に壱岐の島ホールで開催することとしております。 

 高校野球の指導を通じて、子どもたちの人格形成に寄与してこられた高嶋氏の講演は、壱岐市

のスポーツマインド向上に寄与するものと考えております。 

 防災対策につきまして、６月から７月にかけての梅雨時期に当たり、梅雨前線の影響で大気の

状態が不安定となり、長崎県内各地において数度にわたり、線状降水帯の発生及び大雨による土

砂災害・洪水災害等が心配されましたが、幸い本市では、警報等の発表はなく、大雨による被害

等は確認されておりません。 

 また、去る８月８日、日向灘を震源とする地震が発生し、震源地に近い宮崎県では最大震度

６弱が観測され、本市では震度２が観測されましたが、この地震による被害等は確認されており

ません。 

 しかしながら、同日、気象庁から南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）が発表され、南海

トラフ地震防災対策推進地域に対して、地震発生から１週間、日頃からの地震への備えの再確認

や、揺れを感じたら直ちに避難できる態勢を取るよう、呼びかけられたところであります。 
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 その後、８月１５日をもって、臨時情報発表に伴う政府としての「特別な注意の呼びかけ」は

終了しましたが、気象庁からは、南海トラフ沿いの大規模地震の発生確率が高まり、切迫性の高

い状態であることが示されており、突発的な大規模地震の発生に備え、引き続き日頃からの備え

を行うよう、注意が呼びかけられております。 

 さらに、８月２９日から３０日にかけて、台風１０号が強い勢力で本市に接近いたしました。 

 本市においては、市民皆様の安全を確保するため、２８日午後２時に壱岐市災害警戒本部を設

置し、避難所等の対応について協議を行ったところであります。 

 その後、２９日午前９時に警戒レベル３「高齢者等避難」を発令し、市内各町１か所ずつ計

４か所の避難所を開設いたしました。 

 ３０日午前４時５０分の避難解除までに、最大で１０２世帯、１４５名の方が避難されたとこ

ろであります。 

 この間、壱岐振興局観測局において、連続雨量２５３ミリを記録し、石田（壱岐空港）観測局

において、最大瞬間風速３０.９メートルを記録いたしました。 

 市内の被害状況については、熱中症の疑いで搬送された方が１名いらっしゃいましたが軽症と

伺っており、その他直接的な人的被害は確認されておりません。 

 その他の被害状況については現在調査中ですが、今回の暴風の影響により、市内各所で停電、

光ケーブルの断線、倒木による通行止め、停電に伴う断水等の被害が発生しております。 

 被災された皆様並びに長時間にわたって不自由な思いをされた皆様に対し、心からお見舞い申

し上げます。 

 近年では、日本各地において、こうした大雨、台風、地震等が頻発しており、いつ、どこでこ

うした災害に見舞われるか予測が困難な状況にあります。 

 市としましては、引き続き、関係機関と十分連携を図り、防災対策に万全を期してまいります

ので、市民皆様におかれましては、早めの警戒や日頃の備えなど、さらなる防災意識の向上に努

めていただきますようお願いいたします。 

 壱岐市地域防災計画の修正につきまして、本市では、災害対策基本法の規定に基づき、土地の

保全と住民の生命、身体及び財産を保護することを目的として、壱岐市地域防災計画を策定して

おります。 

 このたび、災害対策基本法の改正及び長崎県地域防災計画の修正等の内容を踏まえ、壱岐市地

域防災計画の修正を行うこととしております。 

 本計画は、関係機関及び有識者等の委員で構成される壱岐市防災会議において作成することと

なっており、今後、本会議を開催し、修正案についての審議を行い、パブリックコメントを実施

の上、市議会１２月会議において議案を提出する予定としております。 



- 15 - 

 消防・救急につきまして、熱中症については、今年に入り、８月末日までに２３名の方を救急

搬送しております。 

 今後も残暑が厳しくなることが予想されますので、市民皆様におかれましては、小まめな水分

補給を行っていただき、室内においてもエアコンや扇風機等を有効に使用し、体調管理に十分注

意されますようお願いいたします。 

 また、７月以降、新型コロナウイルス感染症感染者が急拡大しており、８月末日までに疑似症

例を含めて４４名の方を救急搬送しております。 

 市民皆様には、引き続き手洗いや換気、場面に応じたマスクの着用など、基本的な感染対策に

御協力をお願いいたします。 

 次に、県内において、けがや急病で救急車を呼ぶか迷った際の電話相談窓口である「＃

７１１９」が、８月１日より開始されました。 

 市民皆様におかれましては、有効に活用いただき、救急医の負担軽減及び救急車の適正利用に

御協力くださいますようお願いいたします。 

 また、これから農繁期を迎えるに当たり、野焼き、しくり焼きによる火災が毎年、発生してお

ります。 

 草木を焼却する場合は、必ず消防署に届出を行い、周囲の燃えやすい物と安全な距離を保ち、

焼却中はその場を離れずに、確実に消火を確認いただくなど、火の取扱いには十分注意していた

だきますようお願いいたします。 

 次に、議案関係について御説明いたします。 

 補正予算につきまして、本会議に提出した令和６年度補正予算の概要は、一般会計補正額１億

７,９８２万７,０００円、各特別会計の補正総額４,５１５万７,０００円となり、本定例会に提

出いたしました一般会計、各特別会計の補正額の合計は、２億２,４９８万４,０００円となりま

す。 

 なお、現計予算と合算した本年度の一般会計予算は、２４９億４,７７４万２,０００円で、特

別会計については、８０億１７万２,０００円となっております。 

 その他の議案につきまして、本日提出いたしました案件の概要は、令和５年度各出資法人の経

営状況等に係る報告５件、令和５年度財政健全化判断比率等の報告１件、条例の一部改正に係る

案件４件、公の施設の指定管理者の指定に係る案件１件、予算案件３件、令和５年度各会計決算

認定８件であります。 

 何とぞ慎重に御審議をいただき、適正なる御決定を賜りますようお願い申し上げます。 

 以上をもちまして、８月会議以降の市政の重要事項、政策等について申し述べましたが、様々

な行政課題に対し、今後も誠心誠意、全力で取り組んでまいる所存でありますので、議員各位並
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びに市民皆様の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

〔市長（篠原 一生君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  これで、行政報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．報告第６号～日程第２６．認定第８号 

○議長（小金丸益明君）  日程第５、報告第６号から日程第２６、認定第８号までの２２件を一括

議題とします。 

 ただいま上程いたしました議案について、報告及び提案理由の説明を求めます。篠原市長。 

〔市長（篠原 一生君） 登壇〕 

○市長（篠原 一生君）  提出議案等につきましては、各担当部長等より御説明させていただきま

すので、よろしくお願いいたします。 

〔市長（篠原 一生君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  平田総務部長。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 登壇〕 

○総務部部長（平田 英貴君）  おはようございます。 

 報告第６号令和５年度壱岐空港ターミナルビル株式会社に係る経営状況の報告について御説明

申し上げます。 

 令和５年度壱岐空港ターミナルビル株式会社に係る経営状況の報告について、地方自治法第

２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告するものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 壱岐空港ターミナルビル株式会社につきましては、地方自治法施行令第１５２条第１項第３号

に規定された法人で資本金等の４分の１以上を壱岐市が出資しており、壱岐市長の調査等の対象

となる法人を定める条例第２条第１号で規定された法人でございます。 

 事業報告書の１ページをお開き願います。庶務報告として、官庁事項及び株主総会の報告でご

ざいます。 

 次に、２ページをお開き願います。（３）の株式でございますが、資本金１,０００万円、

２万株で、そのうち４６０万円、９,２００株が壱岐市の出資で、出資比率は４６％となってお

ります。 

 次に、３ページをお開き願います。貸借対照表でございますが、資産の部については、流動資

産合計６０８万８,９８９円、固定資産合計８２５万１,９８９円で、資産合計は１,４３４万

９７８円となっております。 

 負債の部については、負債合計３０万円で、その内訳につきましては、７ページの主要勘定残



- 17 - 

高明細書の（５）預り金でございますので、後ほど御確認をいただければと思います。 

 純資産の部については、株主資本合計１,４０４万９７８円で、負債・純資産合計は、資産合

計と同額の１,４３４万９７８円でございます。 

 次に、４ページをお開き願います。損益計算書でございますが、売上総利益が１７２万

６０３円、販売費及び一般管理費１６４万４,５８３円で、営業利益は７万６,０２０円となって

おり、その内訳につきましては、９ページの営業損益内訳書に記載をしておりますので、後ほど

御確認いただきたいと存じます。 

 営業外収益は、預金利息の４９円で、経常利益の７万６,０６９円から法人税等を差し引いた

当期純利益は４万２,７６９円となります。 

 次に、５ページをお開き願います。株主資本等変動計算書でございますが、純資産合計の全期

末残高１,３９９万８,０００円、当期変動額合計が４万３,０００円で、当期末残高１,４０４万

１,０００円となっております。 

 ６ページは個別注記表、７ページは主要勘定残高明細書、８ページは固定資産明細表、９ペー

ジは営業損益内訳書、最後の１０ページは監査報告書でございます。 

 以上で、報告第６号の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 登壇〕 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  おはようございます。 

 報告第７号につきまして御説明を申し上げます。 

 報告第７号令和５年度株式会社壱岐カントリー倶楽部に係る経営状況の報告について。 

 令和５年度株式会社壱岐カントリー倶楽部に係る経営状況について、地方自治法第２４３条の

３第２項の規定により、別紙のとおり報告するものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 株式会社壱岐カントリー倶楽部につきましては、地方自治法施行令第１５２条第１項第３号に

規定された法人で、経営状況の報告をさせていただくものでございます。 

 内容につきましては、第４１期決算報告書を添付しております。 

 ２ページをお開き願います。当社の業務概要についてを御覧いただきたいと思います。 

 中段以降になりますが、令和５年度の入場者数は前年度から減少し、７,８８５名となってお

ります。 

 ３ページをお開き願います。当社の決算状況についてを御覧ください。 

 中段になりますが、当期純利益６４２万円の黒字となっております。 
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 ４ページをお開き願います。株式の状況でございますが、発行済株式３,６００株、資本金

７,２００万円、そのうち１,３２０株を壱岐市が保有しており、持株比率は３６.６７％でござ

います。 

 ６ページをお開き願います。月別の入場者数でございます。 

 ７ページをお開き願います。貸借対照表でございますが、資産の部で流動資産が４,３８４万

４,４２５円、固定資産が５,４２１万８,９４１円、資産合計は９,８０６万３,３６６円でござ

います。 

 ８ページをお開き願います。負債・純資産の部でございます。 

 負債合計は１,２７３万１,２１９円、純資産の合計は８,５３３万２,１４７円、負債及び純資

産合計は９,８０６万３,３６６円となっております。 

 次に、９ページをお開き願います。損益計算書でございます。 

 中段の売上総利益金額が４,９７２万７,３２７円、販売費及び一般管理費が５,００５万

５,６９６円、営業損失額は３２万８,３６９円となっております。 

 営業外収益、特別利益と合わせ、税引き後の当期純利益額は６４２万１２０円の黒字決算とな

っております。 

 なお、販売費及び一般管理費の詳細につきましては、１０ページに記載しております。 

 １１ページに、株主資本等変動計算書、１２ページ、１３ページに監査報告書を添付しており

ます。 

 以上で、報告第７号の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  松嶋農林水産部長。 

〔農林水産部部長（松嶋 要次君） 登壇〕 

○農林水産部部長（松嶋 要次君）  おはようございます。 

 報告第８号令和５年度公益財団法人壱岐栽培漁業振興公社に係る経営状況の報告について御説

明申し上げます。 

 令和５年度公益財団法人壱岐栽培漁業振興公社に係る経営状況について、地方自治法第

２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告いたします。 

 本日の提出でございます。 

 当法人は、地方自治法施行令第１５２条第１項第２号に規定された法人で、壱岐市が資本金等

の２分の１以上を出資している法人であることから、経営状況を報告させていただくものでござ

います。 

 当法人は、これまでと同様、種苗放流事業を実施いたしております。 
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 ２ページをお開き願います。役員並びに評議員名簿を掲載いたしております。 

 ３ページは事業報告でございます。 

 令和５年度の事業概要は、アワビ種苗２４万８,０００個、アカウニ種苗２４万４,０００個を

壱岐市栽培センターより購入し、併せてクエ種苗２,８００尾、青ナマコ４万個を長崎県栽培漁

業センターより購入し、各漁協により放流いたしております。 

 事業費といたしまして、２,３１４万５,４６９円であります。 

 財源内訳ですが、利息０.２５２％で、基金運用益１７６万８,８３２円、基金振替額として

１,１９６万６,４５１円、種苗放流事業地元負担金として、市から４６２万９,０９２円、管内

５漁協より４６２万９,０９０円となっております。 

 また、法人会計より１５万２,０００円を振り替えまして、合計２,３１４万５,４６９円であ

ります。 

 次に、収支決算について御説明いたします。６ページは貸借対照表でございます。 

 資産の部ですが、流動資産が当年度６８万５,２４６円、固定資産のうち基本財産が１億円、

特定資産が６億８,８０３万３,５４９円で、資産合計７億８,８７１万８,７９５円でございます。 

 ７ページは、貸借対照表の内訳を掲載いたしております。 

 ８ページは、正味財産増減計算書でございます。 

 次の９ページの正味財産増減計算書内訳表で説明いたしますと、公営目的事業会計としては、

７億円から運用財産取崩し振替額を差し引いた６億８,８０３万３,５４９円が正味財産期末残高

となります。法人会計としては、預金利息を財源といたしております。今年度の正味財産期末残

高は、基本財産の１億円と合わせて１億６８万５,２４６円となります。支出の面で事務費等経

常費用として、４,９６０円を支出いたしております。 

 １０ページは附属明細書、１１ページは財産目録、１２、１３ページは監査報告書を掲載いた

しておりますので、御高覧をお願いいたします。 

 以上で、報告第８号についての説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

〔農林水産部部長（松嶋 要次君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 登壇〕 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  報告第９号及び報告第１０号を続けて御説明いたします。 

 まず、報告第９号令和５年度一般財団法人壱岐市開発公社に係る経営状況の報告について。 

 令和５年度一般財団法人壱岐市開発公社に係る経営状況について、地方自治法第２４３条の

３第２項の規定により別紙のとおり報告するものでございます。 

 本日の提出でございます。 
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 一般財団法人壱岐市開発公社につきましては、地方自治法施行令第１５２条第１項第２号に規

定された法人で、経営状況を報告させていただくものでございます。 

 １ページをお開きください。経営状況について御説明申し上げます。 

 令和５年度におきましては、宿泊者数が前年度より減少したものの、宴会利用等について前年

度を上回る結果となりました。一方で、物価上昇等の問題が深刻化し、食材・消耗品等の調達方

法や商品を見直し、経費削減に努めてきたところです。 

 ３ページをお開き願います。令和５年度の利用状況でございます。宿泊者数と食堂利用者数は

前年度を下回っておりますが、休憩者数と宴会利用者数は前年度を上回る実績となっております。 

 ４ページをお開き願います。収支についてでございます。 

 収入の部が、決算額１億９,７８６万２,４５８円で、前年度実績の１０２％となっております。

支出の部が、決算額１億９,８２８万３,７８３円で、前年度実績の１０３％となっております。

また、当期計上増減額、いわゆる税引き後の当期純利益は４２万１,３２５円の赤字となってお

ります。 

 次に、５ページから６ページは、正味財産増減計算書でございます。正味財産増減計算書は、

損益計算書に相当するものでございます。６ページ合計（Ａ）の列の最終欄、正味財産、期末残

高、いわゆる純資産合計は２,７７３万７,７８５円となっております。 

 次に、７ページをお開き願います。貸借対照表でございます。資産の部は、合計で５,２０９万

１,９５６円、負債の部は、合計で２,４３５万４,１７１円、正味財産の部は、合計で

２,７７３万７,７８５円で、負債及び正味財産の合計は５,２０９万１,９５６円となっておりま

す。 

 ８ページ、９ページに、財務諸表に対する注記、１０ページに監査報告書を添付しております。 

 以上で、報告第９号の説明を終わります。 

 次に、報告第１０号令和５年度一般社団法人壱岐市ふるさと商社に係る経営状況の報告につい

て御説明申し上げます。 

 令和５年度一般社団法人壱岐市ふるさと商社に係る経営状況について、地方自治法第２４３条

の３第２項の規定により、別紙のとおり報告するものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 一般社団法人壱岐市ふるさと商社につきましては、地方自治法施行令第１５２条第１項第２号

に規定された法人で、経営状況の報告をさせていただくものでございます。 

 １ページから３ページは事業報告でございます。２ページ中段の、（２）事業実績を御覧くだ

さい。 

 取扱い商品数は約３５０品目で、主要な取扱い商品は記載のとおりでございます。飲食店や小
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売店への卸売事業は、東京、大阪、福岡を中心に展開しております。通販事業につきましては、

約４０品目を取り扱っております。物産店等の催事やフェアへの出店回数は１５回でございまし

た。 

 次に、３ページをお開き願います。売上げ実績については、売上げ目標額７,０００万円を掲

げておりましたが、実績としまして５,２９１万２８１円であり、対前年比９４.７％でございま

した。 

 次に、４ページから決算報告でございます。５ページから決算総括表でございまして、６ペー

ジから８ページが会計ごとの正味財産計算書でございます。 

 まず、６ページの一般会計の正味財産増減計算書をお開き願います。一般会計につきましては、

卸売事業等の会計でございます。計上収益の合計３,８４６万２,２６９円、計上費用の合計

３,１６１万９,９２５円となっております。 

 次に、７ページの受託事業会計の正味財産増減計算書を御覧ください。これは各種受託事業の

会計でございます。計上収益の合計は１,４４４万８,５３８円、計上費用の合計は１,０３３万

２,９２８円となっております。 

 次に、８ページの特別会計の正味財産増減計算書を御覧ください。これは国庫補助対象の会計

でございまして、地方創生推進交付金が充当されております。計上収益の合計２,７３９万

２,３４４円、計上費用は事業費が２,６０１万３,４９６円、管理費が１３７万８,８４８円で、

合計２,７３９万２,３４４円となっております。 

 次に、戻りまして５ページをお開き願います。ただいま説明いたしました３会計を総括したも

のが決算総括表でございます。歳入合計１億１,６６３万３,８４７円、歳出合計７,２１１万

１,４９７円でございます。歳入合計から歳出合計を差し引きまして、正味財産期末残高は

４,４５２万２,３５０円で、次年度への繰越金となっております。 

 次に、９ページをお開き願います。貸借対照表でございます。資産の部合計５,２８７万

３,０８０円、負債の部合計８３５万７,７３０円、正味財産の部合計４,４５２万２,３５０円、

負債及び正味財産の合計は５,２８７万３,０８０円でございます。 

 １０ページは、監査報告書を添付しております。 

 以上で、第１０号の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  原財政課長。 

〔財政課課長（原  裕治君） 登壇〕 

○財政課課長（原  裕治君）  おはようございます。報告第１１号令和５年度壱岐市財政健全化

判断比率及び資金不足比率の報告について御説明申し上げます。 
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 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、令

和５年度壱岐市財政健全化判断比率及び資金不足比率を、監査委員の意見を付して報告いたしま

す。 

 本日の提出でございます。 

 次のページをお開き願います。法第３条第１項による財政健全化判断比率の状況でございます

が、まず実質赤字比率につきましては、令和５年度決算における一般会計及び農業機械銀行特別

会計の実質収支は黒字でありますので、実質赤字比率は生じておりません。 

 次に、連結実質赤字比率につきましては、国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者医療

事業の各特別会計の実質収支は黒字であり、また、公営企業の水道事業、下水道事業、三島航路

事業特別会計において、資金不足はございませんので、連結実質赤字比率につきましても生じて

おりません。 

 次に、実質公債比率でございますが、昨年度、令和４年度は決算年度を含む過去３か年平均が

６.５％でございましたが、令和５年度は３か年平均７.６％で、対前年度１.１％の増となって

おります。要因といたしましては、令和５年度の単年度比率は９.２５％であり、前年度の単年

度比率７.３２％と比較して１.９３％増加しており、実質公債比率は３か年平均で算出されるこ

とから、前年度の算定対象であった令和２年度の単年度比率５.９８％が算定から外れ、令和

５年度の単年度比率が９.２５％でございますので、３か年平均で増となったものでございます。 

 次に、将来負担比率についてでございますが、１８.５％と対前年度０.１％の減となっており

ます。これにつきましては、分母となる地方交付税及び臨時財政対策債発行可能額は前年度より

減となったものの、令和５年度の地方債発行額が元金償還金よりも少なく、地方債減債高が減少

したことにより、算定の分子が小さくなったことによるものと分析しております。いずれの比率

におきましても、中段の表にございます早期健全化基準、いわゆるイエローカードとされる基準

を下回っており、健全な状況で推移しておりますが、引き続き健全な状態を保つよう財政運営を

行ってまいります。 

 次に、法第２２条第１項の規定による資金不足比率の状況でございますが、下水道事業特別会

計、三島航路事業特別会計、水道事業会計の３つの公営企業会計におきまして、資金不足比率は

生じておりません。なお、健全化比率等の概要の説明につきましては、別紙資料３各会計決算概

要の１ページから２ページに添付しておりますので、御参照願います。 

 以上で、報告第１１号令和５年度壱岐市財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

〔財政課課長（原  裕治君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  平田総務部長。 
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〔総務部部長（平田 英貴君） 登壇〕 

○総務部部長（平田 英貴君）  議案第４２号壱岐市行政組織条例の一部改正について御説明申し

上げます。 

 壱岐市行政組織条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由でございますが、市長の権限に属する事務分掌について見直しを行い、行政ニーズへ

の対応と、より効率的な行政運営を図るため所要の改正を行うものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 壱岐市行政組織条例の一部を改正する条例の改正条文につきましては記載のとおりでございま

す。議案関係資料１の１ページから２ページに新旧対照表を記載しておりますので御参照くださ

い。 

 改正内容につきましては、１点目は第２条第１号に規定する総務部の分掌事務のうち、ウの

「地域主権改革に関すること」を「総合計画に関すること」に改正を行い、総合計画に関するこ

とを企画振興部から総務部へ移管いたします。 

 ２点目は、第２条第２号に規定する企画振興部の所掌事務として市民協働に関することを明記

し、また現在、総務部で所管しているエネルギー政策に関することを企画振興部へ移管いたしま

す。 

 ３点目は、第２条第４号に規定する保健環境部の所掌事務として高齢者福祉に関することを加

え、現在の市民部から保健環境部へ移管いたします。 

 補足といたしまして、この条例は令和７年１月１日から施行するものでございます。 

 以上で、議案第４２号の説明を終わらせていただきます。御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を午前１１時１０分といたします。 

午前10時58分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時10分再開 

○議長（小金丸益明君）  再開いたします。 

 休憩前に引き続き議案説明を続けます。吉田市民部長。 

〔市民部部長（吉田 博之君） 登壇〕 

○市民部部長（吉田 博之君）  議案第４３号及び議案４４号について、続けて御説明申し上げま

す。 
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 まず、議案第４３号について御説明申し上げます。 

 議案第４３号壱岐市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について、壱岐市行政

手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及

び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由は、外国人の保護に関する事務について、特定個人情報の取扱いができるよう本条例

に規定しておりましたが、上位法令の改正について、準法定事務と規定されたことから、所要の

改正を行うものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 壱岐市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人

番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例。改正案につきましては、

記載のとおりでございます。 

 議案関係資料中資料１、改正条例新旧対照表の３ページから１１ページ並びに参考資料２に改

正概要を掲載しておりますので、御参照いただきますようお願いいたします。 

 改正内容でございますが、別表第１及び別表第２における外国人の保護に関する事務の項を削

除しております。 

 改正理由でございますが、外国人の生活保護につきましては、日本国民に準じた取扱いとなっ

ており、番号法に規定された法定事務には含まれておりませんでした。しかし、令和６年５月

２４日付で法令改正があり、準法定事務と位置づけられたことから、条例への規定が不要となっ

たため、今回の改正を行うこととしております。 

 附則として、令和６年１０月１日から施行することといたしております。 

 以上で、議案第４３号についての説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 引き続き、議案第４４号について御説明申し上げます。 

 議案第４４号壱岐市へき地保育所設置条例の一部改正について、壱岐市へき地保育所設置条例

の一部を改正する条例を別紙のとおりに定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由は、令和７年３月３１日をもって、壱岐市立柳田保育所、壱岐市立志原保育所を閉所

するため、所要の改正を行うものでございます。 

 次のページをお開き願います。壱岐市へき地保育所設置条例の一部を改正する条例、改正案に

つきましては記載のとおりでございます。 

 議案関係資料中資料１、改正条例新旧対照表の１２ページ並びに参考資料３として、改正概要
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及び保育所児童数を掲載しておりますので、御参照いただきますようお願いいたします。 

 改正内容でございますが、第２条の表中、壱岐市立柳田保育所の項、壱岐市立志原保育所の項

を削除しております。 

 改正理由でございますが、児童の減少により集団生活の中での学びや活動が制限される保育施

設等については、施設の集約化を行い、その保育士を効率的に配置し、健全な保育運営を図り、

何よりも子どもに寄り添い、保育にかける時間をこれまで以上に確保することが保育環境の充実、

保育力の向上と質の高い幼児教育の提供につながるものと考え、今回の改正を行うこととしてお

ります。 

 参考資料３の２ページをお開きください。 

 令和６年度の各保育施設の入所状況であります。中段がへき地保育所の状況でございますが、

志原保育所につきましては、入所者がないことで現在休園としております。 

 柳田保育所につきましては、現在の入所者２１名でございます。今年度末をもって、卒園によ

り１３名が退所の予定となっております。 

 へき地保育所への入所者の減少理由として、出生数の減少に加え、それぞれの保育教育施設で

提供できるサービスに違いがあり、認可保育所やこども園を選択される方が多くなっていること

も大きく影響していると推測しております。 

 違いといたしましては、給食の提供の有無、保育時間の差、施設の経過年数なども考えられま

す。 

 ちなみに、柳田保育所につきましては築５３年、志原保育所が築５２年となっております。 

 附則として、令和７年４月１日から施行することとしております。 

 以上で、議案第４４号についての説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔市民部部長（吉田 博之君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  草合保健環境部長。 

〔保健環境部部長（草合 正吉君） 登壇〕 

○保健環境部部長（草合 正吉君）  議案第４５号壱岐市国民健康保険条例の一部改正について御

説明申し上げます。 

 壱岐市国民健康保険条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由といたしまして、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用に関する

法律等の一部を改正する法律のうち、国民健康保険・被保険者証の廃止に関する改定規定の施行

期日が令和６年１２月２日と定められたことに伴い、所要の改正を行うものでございます。 

 改正の内容でございますが、壱岐市国民健康保険条例の一部の字句について、上位法等と統一
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化を図るため、整理し改正するものでございます。 

 議案資料の資料１、改正条例、新旧対照表の１３ページ、１４ページを御参照願います。 

 第４条第２号中、「児童のうち」を「児童にあって」に改め、第５条３号中「以降」を「以

後」に、第４号の字句を整理し、国民健康保険法第４２条第１項第４項の規定が適用されるもの

である場合、１０分の３に改めるものでございます。 

 また、９条中、「国民健康保険法第７２条の５」を「法第７２条の５」に、第１３条中「第

９項」を「第５項」に改め、もしくは虚偽の届出をした場合、または同条第３項もしくは第４項

の規定により、「被保険者証の返還を求められてこれに応じない」を、「被保険者証が廃止にな

ることから、または虚偽の届出をした」に改めるものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するものでございますが、第１３条の改正

規定は令和６年１２月２日からといたしております。 

 なお、マイナンバー法等の経過措置に関する政令第９条の規定により、なお、従前の例による

こととされている場合における、この条例の施行の日以後にした行為に対する罰則の適用につい

て、経過措置を設けております。 

 以上で、議案第４５号についての説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔保健環境部部長（草合 正吉君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 登壇〕 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  議案第４６号公の施設の指定管理者の指定について御説明い

たします。 

 下記のとおり、公の施設の指定管理者を指定する。 

 本日の提出でございます。 

 １、公の施設の名称及び位置。名称、壱岐市ケーブルテレビ施設。位置、壱岐市郷ノ浦町本村

触６８４番地１。２、指定管理者、熊本県阿蘇郡高森町大字高森９８０－８、光ネットワーク株

式会社、代表取締役河部祐司。３、指定期間、令和７年４月１日から令和１２年３月３１日まで。 

 提案理由でございますが、壱岐市ケーブルテレビ施設の指定管理者を指定するため、地方自治

法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 今回の選定につきましては公募を行い、その結果１者の応募となり、選定委員会の審査の結果

を経て、光ネットワーク株式会社の指定管理者を提案するものでございます。 

 以上で、議案第４６号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  原財政課長。 
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〔財政課課長（原  裕治君） 登壇〕 

○財政課課長（原  裕治君）  議案第４７号令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第２号）につ

いて御説明申し上げます。 

 令和６年度壱岐市の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億７,９８２万

７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２４９億４,７７４万２,０００円

とします。 

 第２項は、記載のとおりでございます。 

 繰越明許費、第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用す

ることができる経費は、第２表繰越明許費によるものでございます。 

 債務負担行為の補正、第３条、債務負担行為の追加は、第３表債務負担行為補正によるもので

ございます。 

 地方債の補正、第４条、地方債の変更は、第４表地方債補正によるものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ３ページから５ページをお開き願います。第１表歳入歳出予算補正の款項の区分の補正額等に

ついては、記載のとおりでございます。 

 ６ページをお開き願います。第２表繰越明許費として、４款衛生費２項清掃費の勝本自給肥料

供給センターバキューム車購入及び７款土木費３項河川費の急傾斜地崩壊対策事業につきまして、

年度内に事業が完了しない見込みであるため、翌年度に繰り越して使用できる繰越明許費として、

合計８,１０３万７,０００円を計上しております。 

 事業の完了予定及び繰越し理由等の詳細につきましては、別添資料２、令和６年度９月補正予

算案概要の１０ページに記載のとおりでございます。 

 ７ページをお開き願います。第３表債務負担行為補正、１、追加のジェットフォイル更新支援

事業費補助金は、ジェットフォイル建造期間の令和１０年度までの間、航路事業者へ補助を行う

もので、限度額を４億４,２１２万５,０００円とし、債務負担行為を行うものでございます。 

 ８ページから１０ページをお開き願います。第４表地方債補正の１変更で、以下計上しており

ます各地方債について、県との一時協議による対象事業費の調整及び事業計画の精査により、限

度額の変更を行っております。 

 それでは、事項別明細書により内容を御説明いたします。 

 まず、歳入について御説明いたします。 

 １４ページから１５ページをお開き願います。１１款１項１目地方交付税の普通交付税は、今

回の補正予算に係る一般財源として、１億５,９２７万４,０００円を計上しております。 
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 なお、令和６年度の普通交付税額につきましては、対前年度当初決定額から０.３％減の

９０億８,１４７万７,０００円に決定しております。 

 １５款国庫支出金１項１目民生費国庫負担金の障害者医療費負担金は、市内自立支援医療指定

医療機関が１か所追加されたことに伴う自立支援医療費増加見込み分の国２分の１負担金を

９７３万円計上しております。合わせまして、１６款１項２目民生費県負担金におきまして、

４分の１の県負担分４８６万５,０００円を計上しております。 

 同じく、１５款２項１目総務費国庫補助金の社会保障・税番号制度システム整備費補助金は、

マイナンバー制度に係る中間サーバー更新に係る国の１００％補助金で、３８７万６,０００円

を計上しております。 

 １６款県支出金２項４目農林水産業費県補助金の長崎農業デジタル化促進事業補助金は、農業

生産におけるデジタル化技術導入に対する補助金で、２組織に対する県３分の１、市１０分の

１の割合で負担する補助金４２万８,０００円を計上しております。 

 １８款寄附金１項２目指定寄附金は、企業版ふるさと納税寄附金５００万円及び松永記念館に

係る指定寄附金１００万円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。１６ページから１７ページ、１９款繰入金１項１目基金繰入金

のふるさと応援基金繰入金は、当初、学校施設等の工事関係に地方債と基金を充当しておりまし

た事業につきまして、充当率の高い地方債への振替が可能となったため、基金繰入金を減額する

もので、５２０万円を減額いたしております。 

 ２１款諸収入４項３目雑入の全国消防操法大会助成金は、長崎県消防協会からの助成金

３００万円を計上しております。 

 ２２款市債につきましては、地方債補正で説明のとおりでございます。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 まず、歳出全般についてですが、今回、人事異動、会計課の異動に伴う職員給与費等の組替え

補正を行っております。給与費明細書につきましては、５０ページから５３ページに記載してお

りますので、御参照願います。 

 今回の補正予算の主な事業内容につきまして、別添資料に令和６年度９月補正予算案概要で御

説明いたします。 

 ２ページをお開き願います。２款総務費１項６目企画費の交通対策費、ジェットフォイル更新

支援事業費補助金は、航路事業者のジェットフォイル建造に係る費用について、国４分の１、県

８分の１、壱岐市、対馬市がそれぞれ１６分の１を負担し補助するもので、令和６年度分の補助

金４,９１２万５,０００円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。３ページ、同じく６目企画費の外部人材活用推進事業は、まち
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づくり協議会の取組支援のための地域活性化企業人の副業型に係る費用及び地域おこし協力隊の

起業支援補助金に、それぞれ１００万円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。４ページ、３款民生費２項１目児童福祉費の乳幼児・母子寡婦

福祉祉医療費は、小中学生の福祉医療費現物支給化に向けてシステム改修を行うもので、９６万

８,０００円を計上しております。 

 次の放課後児童クラブ等育成支援事業は、設備の更新・防災防犯対策の備品購入に対して、国

３分の１、県３分の１、市３分の１の負担割合で支援するもので、２００万円を計上しておりま

す。 

 次のページをお開き願います。５ページ、５款農林水産業費１項３目農業振興費の園芸ブラン

ド力強化対策事業は、壱岐市農協が国の補助事業を活用し、賃貸型の園芸用ハウス整備を行うに

あたり、補助対象外となる費用について２分の１を補助するもので、６２３万７,０００円を計

上しております。 

 ７ページをお開き願います。６款商工費１項４目観光費、観光振興費の西のゴールデンルート

実行委員会負担金は、西日本の官民が連携し、西日本、九州への誘客事業を行う西のゴールデン

ルートアライアンスに加盟し、国内外への情報発信等を強化するもので、５０万円を計上してお

ります。 

 次のページをお開き願います。８ページ、７款土木費７項２目住宅建設費は、平成３０年度か

ら令和３年度にかけて交付された社会資本整備総合交付金について算定誤りであった国庫出資金

の返納金２,６５８万７,０００円を計上しております。 

 ８款消防費１項２目非常備消防費の消防操法大会事業費は、宮城県で開催される第３０回全国

消防操法大会のポンプ車操法の部への出場経費８９０万４,０００円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。９ページ、９款教育費５項６目文化財保護費の松永記念館管理

費は、指定寄附金を将来的な施設整備の財源として基金に積み立てるもので、１００万円を計上

しております。 

 以上で、議案第４７号令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第２号）について説明を終わりま

す。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔財政課課長（原  裕治君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  草合保健環境部長。 

〔保健環境部部長（草合 正吉君） 登壇〕 

○保健環境部部長（草合 正吉君）  議案第４８号令和６年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予

算（第１号）について御説明申し上げます。 

 令和６年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 
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 歳入歳出予算の補正、第１条、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ３,９５３万

５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３７億５,７０４万９,０００円

とし、介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０３万５,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３,５６６万７,０００円とします。 

 第２項につきましては、記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 それでは、事項別明細書により内容を御説明申し上げます。 

 ８ページ、９ページをお開きください。歳入でございますが、３款、４款、５款につきまして

は、地域支援事業交付金及び７款繰入金につきましては、法定負担割合に基づき人件費の補正財

源といたしまして、それぞれ予算計上をいたしております。 

 ８款１項１目繰越金は、今回の補正財源といたしまして、３,３０９万２,０００円を追加いた

しております。 

 １０ページから１３ページをお開き願います。歳出でございますが、３款地域支援事業費につ

きましては、人事異動による人件費の補正でございます。また、６款１項２目償還金につきまし

ては、令和５年度の介護サービス費及び地域支援事業費の実績に基づく精算返納金総額５,０８６万

７,０００円を予算計上いたしております。 

 １４ページからは、人件費補正に係る給与費明細書でございます。 

 以上で、議案第４８号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔保健環境部部長（草合 正吉君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  平田総務部長。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 登壇〕 

○総務部部長（平田 英貴君）  議案第４９号令和６年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算

（第１号）について御説明申し上げます。 

 予算書の１ページをお開き願います。令和６年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算（第

１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４５８万７,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３,０９１万３,０００円とする。 

 第２項は記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ２ページ、３ページは、第１表歳入歳出予算補正、５ページから７ページは事項別明細書でご

ざいます。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。歳入予算補正について御説明いたします。歳入財源と
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いたしましては、一般会計繰入金を４５８万７,０００円増額いたしております。 

 次に、１０ページ、１１ページをお開き願います。歳出予算補正について御説明いたします。

１款運航費１項運航管理費１目一般管理費でございますが、人事異動などによる人件費の補正で

４５８万７,０００円を計上いたしております。 

 給与費明細書につきましては、１２ページから１５ページのとおりでございます。 

 以上で、議案第４９号につきまして説明を終わらせていただきます。御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  原財政課長。 

〔財政課課長（原  裕治君） 登壇〕 

○財政課課長（原  裕治君）  認定第１号令和５年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定について

御説明申し上げます。 

 令和５年度壱岐市一般会計歳入歳出決算を、地方自治法第２３３条第３項の規定により、監査

員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 令和５年度一般会計歳入歳出決算書の１ページをお開き願います。歳入合計２４５億３,０７８万

５,０６１円、歳出合計２３９億２,７１５万６,５１３円、歳入歳出差引残額６億３６２万

８,５４８円となっております。 

 決算内容につきましては、２ページ以降に記載しております。 

 次に、１２４ページをお開き願います。実質収支に関する調書でございます。金額は１,０００円

単位で、３、歳入歳出差引額が６億３６２万８,０００円、４、翌年度へ繰り越すべき財源とし

て、（２）繰越明許費繰越額が７,７９０万７,０００円でございますので、これを差し引いた

５の実質収支額は５億２,５７２万１,０００円となっております。 

 次に、財産に関する調書をお開き願います。財産に関する調書は、令和６年３月３１日で決算

を行っております。１ページから４ページに公有財産、５ページから６ページに物品、７ページ

に債権及び基金について、それぞれ令和５年度中の増減を記載しております。 

 ７ページをお開き願います。基金中、決算年度末現在高、これにつきましては、令和６年３月

３１日現在高となりますが、一般会計分は９９億９,９７４万６,０００円で、前年３月末より

７億６,５２３万円の増となっております。 

 また、定額運用基金の運用状況につきましては、８ページに記載のとおりでございます。 

 令和５年度の決算状況につきましては、国の低所得世帯等への給付金事業や、芦辺港ターミナ

ル整備事業、高機能消防指令センター整備など、大型事業を実施したこと及び令和５年度が公債
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費のピークであったことなどによりまして、歳入総額は対前年度比２％増、４億７,８３０万

５,０００円の増、歳出総額は、対前年度比２.３％増、５億３,７３８万４,０００円の増となっ

ております。 

 そのほか、令和５年度の決算状況及び主要施策については、別添資料３、令和５年度各会計決

算概要の７ページ以降の、令和５年度における主要施策の成果説明に記載のとおりでございます。 

 以上で、令和５年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定について説明を終わります。御審議の上、

認定賜りますようよろしくお願いいたします。 

〔財政課課長（原  裕治君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  草合保健環境部長。 

〔保健環境部部長（草合 正吉君） 登壇〕 

○保健環境部部長（草合 正吉君）  認定第２号から認定第４号までを続けて御説明申し上げます。 

 初めに、認定第２号令和５年度壱岐市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について御

説明を申し上げます。 

 壱岐市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算を、地方自治法第２３３条第３項の規定により、

監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 １ページをお開き願います。国民健康保険事業歳入合計３４億４８８万７,０３３円、歳出合

計３３億９,２３１万９,１２１円、歳入歳出差引残高１,２５６万７,９１２円、直営診療施設勘

定は、歳入歳出それぞれ４,８９５万５,９１４円でございます。 

 事項別明細書により主な内容を御説明申し上げます。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。まず、歳入でございますが、１款国民健康保険税の状

況は記載のとおりでございますが、令和５年の収納率は、医療給付分、後期高齢者支援分、介護

納付金分を合わせまして９６.５％でございます。滞納繰越分の収納率は１４.９３％となってお

ります。 

 １０ページ、１１ページをお開き願います。４款１項１目保険給付費等交付金は、医療費及び

保健事業等への長崎県からの交付金でございます。６款１項１目一般会計繰入金は、法定繰入で

ございます。 

 １２ページ、１３ページをお開き願います。６款２項１目財政調整基金繰入金は、歳入不足を

補うため、３,６００万円を繰り入れております。 

 １６ページ、１７ページをお開き願います。次に、歳出でございますが、１款総務費は、国民

健康保険事業の運営に係る事務費でございます。 

 １８ページ、１９ページをお開き願います。２款保険給付費の総額は、２５億８５４万
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７,３０５円となっております。 

 ２０ページ、２１ページをお開き願います。２款４項１目出産育児一時金は１１件、２款５項

１目葬祭費は５９件、２款６項１目疾病手当金は、１件の支給となっております。３款国民健康

保険事業費納付金は、国保運営に係る長崎県への納付金でございます。 

 ２２ページから２５ページをお開き願います。５款保健事業費でございます。２項１目特定健

康診査等事業費は、医師会の御理解と御支援の下、実施しておりました特定健診の実績でござい

ます。受診率につきましては、速報値で４２.８％、最終の１１月の法定報告は、昨年並みの

４４％を見込んでいるところでございます。２項２目特定保健指導事業費は、令和５年度も市内

４会場で結核説明会をはじめ、委託医療機関の御支援の下、生活習慣病予防を含めた各種保健事

業を行っております。 

 ３４ページ以降は、直営診療施設勘定の事項別明細書で、湯本診療所の運営に関わるものでご

ざいます。 

 次に、認定第３号令和５年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について御

説明申し上げます。 

 令和５年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算を、地方自治法第２３３条第３項

の規定により、監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 １ページをお開きください。歳入合計３億９,１５４万６,３１２円、歳出合計３億８,４２０万

１,４９５円、歳入歳出差引残額は７３４万４,８１７円となっております。 

 事項別明細書により主な内容を御説明いたします。 

 ６ページ、７ページをお開き願います。まずは歳入でございますが、１款後期高齢者医療保険

料の収納状況は記載のとおりであり、保険料収納率は９９.７６％、滞納繰越分が２４.７７％と

なっております。４款１項一般会計繰入金は、事務費及び保険基盤安定分を合わせて１億

４,２９３万５,７７６円となっております。 

 １０ページ、１１ページをお開き願います。次に、歳出でございますが、２款１項１目後期高

齢者医療広域連合納付金３億８,２３１万６,４３１円でございますが、その内訳は、保険料分

２億４,０９３万３,７１９円、保険基盤安定分１億２,７６５万７,５１８円、広域連合への市町

負担分といたしまして１,３７２万５,１９４円となっております。 

 次に、認定第４号令和５年度壱岐市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について御説明を

申し上げます。 

 壱岐市介護保険事業特別会計歳入歳出決算を地方自治法第２３３条第３項の規定により、監査

委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。 
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 本日の提出でございます。 

 １ページをお開き願います。介護保険事業歳入合計３８億９,７６４万８５９円、歳出合計

３７億９６３万４,１５７円、歳入歳出差引残額１億８,８００万６,７０２円、介護サービス事

業勘定は歳入合計３,６４４万７,７９１円、歳出合計２,８６０万２,５１１円、歳入歳出差引残

額７８４万５,２８０円となっております。 

 事項別明細書により主な内容を御説明申し上げます。 

 ６ページから１１ページを御参照ください。まず、歳入でございますが、１款介護保険料の収

納状況につきましては記載のとおりであり、保険料収納率は９９.６８％、滞納繰越分３.８８％

となっております。３款、４款、５款及び７款につきましては、介護サービス費、地域支援事業

費並びに事務費への法定負担及び法定繰入れに基づくものでございます。 

 １２ページ、１３ページをお開き願います。次に、歳出でございます。１款総務費は、介護認

定審査会などの運営事務費でございます。 

 １４ページ、１５ページをお開き願います。２款介護給付費の総額は３３億３,０４５万

８,２７９円となっておりますが、これは令和４年度と比較し、約１億８,５５５万円の増額とな

っております。 

 理由といたしまして、令和４年度まで新型コロナの影響により、介護サービス等の利用控えや

受入れ自粛がありましたが、感染症法上の５類に移行されて行動制限等がなくなったことから、

利用者が増え増額になったものと分析いたしております。 

 ３款１項介護予防・生活支援サービス事業費につきましては、要支援総合事業費認定者への介

護予防サービスや配食サービスの費用でございます。 

 １６ページ、１７ページをお開き願います。３款２項一般介護予防事業費は、介護予防の実施

に向けた実態把握や普及事業、ハイリスク者への個別指導事業などの費用でございます。３款

３項包括支援事業、任意事業費につきましては、高齢者総合相談支援事業や認知症総合支援事業

などの費用でございます。 

 １８ページ、１９ページをお開き願います。４款１項１目介護給付費準備基金積立金は、介護

保険事業の安定的な運営を確保する目的に、１,０００万円を積み立てております。 

 ２８ページ以降は、介護サービス事業勘定の事項別明細書で、壱岐市地域包括支援センターの

運営に関わるものでございます。 

 以上で、認定第２号から４号までの説明を終わります。御審議の上、認定賜りますようよろし

くお願いいたします。 

〔保健環境部部長（草合 正吉君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  平本建設部長。 
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〔建設部部長（平本 善広君） 登壇〕 

○建設部部長（平本 善広君）  認定第５号令和５年度壱岐市下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定について御説明申し上げます。 

 令和５年度壱岐市下水道事業特別会計歳入歳出決算を、地方自治法第２３３条第３項の規定に

より、監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 決算書の１ページをお開き願います。歳入歳出決算書でございます。歳入合計４億９,７３９万

３,２１５円、歳出合計４億２,９８０万８,４０２円、歳入歳出差引残額は６,７５８万

４,８１３円でございます。 

 ２ページ、３ページをお開き願います。歳入でございますが、予算現額４億９,１９９万

２,０００円に対しまして、収入済額は４億９,７３９万３,２１５円でございます。 

 ４ページ、５ページをお開き願います。歳出でございますが、予算現額４億９,１９９万

２,０００円に対しまして、支出済額は４億２,９８０万８,４０２円でございます。 

 ６ページ、７ページをお開き願います。歳入歳出決算事項別明細書でございます。歳入でござ

いますが、１款１項１目の下水道使用料調定額７,２０５万８,３２４円に対しまして、収入済額

６,９０１万４,８２４円であり、収入未済額は３０４万１,４２０円でございます。 

 その内訳といたしまして、現年度分調定額が７,００７万５,９８０円に対しまして、収入済額

が６,８４１万２,７１０円で、収納率は９７.６％と、前年度より１.９％低下をいたしておりま

す。収納率が低下した主な要因といたしましては、令和６年度より公営企業会計へ移行したこと

から、下水道事業特別会計は令和６年３月末までの打切決算となります。したがいまして、４月、

５月の出納整理期間中に納付いただいた使用料につきましては、令和６年度下水道事業会計での

収入となります。 

 滞納繰越分調定額は１９８万２,３４４円に対しまして、収入済額が６０万２,１１４円で、収

納率は３０.４％と、前年度より２.７％向上しております。今後も、引き続き徴収対策の強化に

努めてまいります。 

 １０ページから１７ページには、事項別明細書の歳出について、１款から３款までを記載して

おります。 

 １８ページは、実質収支に関する調書でございます。歳入から歳出を差し引きまして、実質収

支額は６,７５８万４,０００円となっており、決算上は残額が大きくなっておりますが、３月末

打切決算により未払い金が発生しておりまして、４月以降の請求により３,５４８万７１３円を

令和６年度に下水道事業会計から支出をいたしております。 

 主要事業につきましては、資料３、令和５年度における主要施策の成果説明、２４ページに記
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載しておりますので、御参照いただきますようお願いいたします。 

 以上で、認定第５号の説明を終わります。御審議いただき、認定いただきますようよろしくお

願いいたします。 

〔建設部部長（平本 善広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  ここで暫時休憩いたします。再開を午後１時といたします。 

午前11時54分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時00分再開 

○議長（小金丸益明君）  再開いたします。 

 休憩前に引き続き議案説明を続けます。平田総務部長。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 登壇〕 

○総務部部長（平田 英貴君）  認定第６号令和５年度壱岐市三島航路事業特別会計歳入歳出決算

認定について御説明申し上げます。 

 令和５年度壱岐市三島航路事業特別会計歳入歳出決算を地方自治法第２３３条第３項の規定に

より、監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 決算書の１ページをお開き願います。 

 歳入合計でございますが１億２,２７１万５,１８１円、歳出合計は歳入と同額でございます。

歳入歳出差引算額はゼロ円でございます。 

 ２ページ、３ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、予算現額は１億２,５５８万２千円、収入済額は１億２,２７１万

５,１８１円でございます。 

 ４ページ、５ページ目をお開き願います。 

 歳出でございますが、予算現額は１億２,５５８万２,０００円、支出済額は１億２,２７１万

５,１８１円でございます。 

 次に、６ページ、７ページをお開き願います。 

 歳入歳出決算の事項別明細書のうち、まず歳入の事項別明細書でございます。 

 １款の使用料及び手数料でございますが、収入済額は１,４５４万６,７６０円となっておりま

す。令和５年度の乗船者数などでございますが、乗船客は３万６,８９４人、車両が１,２５７台

で、令和４年度に対しまして乗船客は２,７３８人の減、車両は５９台の増でございます。乗船

客数減少の主な理由でございますが、前年度と比較しまして、人口の減少及び児童等の減少に伴

いまして、定期券購入者の減少が主な要因と考えております。 
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 ２款の国庫支出金でございますが、予算現額３,９３５万６,０００円に対し、収入済額が

４,９３６万１,０２０円となっております。国庫補助金の算定に当たっては、標準的な事業経費

等を前提とした事前算定方式となっております。今回、増額となった理由といたしましては、国

の補正予算において、燃油高騰等に伴う追加支援措置が取られたためでございます。 

 ３款県支出金でございますが、予算現額２,５２７万８,０００円に対し、収入済額が

１,９３１万３２７円となっております。県補助金の算定に当たっては、実績収支差見込み額か

ら国の補助金を控除した２分の１の額となります。 

 次に４款繰入金でございますが、予算現額４,５９４万１,０００円に対し、収入済額が

３,９４９万１,７２１円となっております。 

 歳出につきましては、８ページから１１ページに歳出の事項別明細書を記載しております。

８ページ、９ページをお開き願います。 

 １款運航費１項運航管理費１目一般管理費の１２節の委託料１６４万１,０００円の主なもの

は、乗船券等販売委託料及び待合所施設管理業務などの費用でございます。 

 ２目業務管理費の１０節需用費３,９５６万２,４４９円の主なものは、燃料費１,３２２万

２,８５８円、修繕費２,６００万９,１６４円で、燃料費は年間約１４万リットルの消費量に対

する費用でございます。修繕料につきましては中間検査費用、相入居費用、機関部の小修繕の費

用でございます。 

 １２節委託料４６８万円は、陸上作業業務委託料でございます。 

 １２ページをお開き願います。 

 実質収支に関する調書でございますが、歳入歳出いずれも１億２,２７１万５,０００円となっ

ておりまして、歳入歳出差引額はゼロ円となります。 

 以上で、認定第６号の説明を終わります。御審議の上、認定賜りますようよろしくお願いいた

します。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  松嶋農林水産部長。 

〔農林水産部部長（松嶋 要次君） 登壇〕 

○農林水産部部長（松嶋 要次君）  認定第７号令和５年度壱岐市農業機械銀行特別会計歳入歳出

決算認定について御説明いたします。 

 令和５年度壱岐市農業機械銀行特別会計歳入歳出決算を、地方自治法第２３３条第３項の規定

により、監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 １ページをお開き願います。歳入歳出決算書でございます。 



- 38 - 

 歳入合計１億６,９５２万２,１７４円、歳出合計１億５,２５６万６,０６７円、歳入歳出差引

残額１,６９５万６,１０７円でございます。 

 ２ページ、３ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、予算現額は１億６,１９１万９,０００円に対しまして、収入済額は１億

６,９５２万２,１７０円でございます。 

 ４ページ、５ページをお開き願います。 

 歳出でございますが、予算現額は１億６,１９１万９,０００円に対しまして、支出済額は１億

５,２５６万６,０６７円でございます。 

 次に、６ページ、７ページをお開き願います。歳入歳出決算事項別明細書でございます。 

 まず、歳入でございますが、１款使用料及び手数料１項１目使用料は機械使用料で、調定額

５,８７７万６５０円に対しまして、収入済額５,７５３万３,１５０円であり、収入未済額は

１２３万７,５００円でございます。その内訳といたしまして、現年度分調定額が５,７６４万

３,６８０円に対しまして、収入済額が５,６７０万５,１６０円で、収入未済額が９３万

５,８２０円で、収納率は９８.４％でございます。滞納繰越分調定額が１１２万６,９７０円に

対しまして、収入済額が８２万７,９９０円で、収入未済額が２９万８,９８０円で、収納率は

７３.５％でございます。今後も引き続き、徴収対策の強化に努めてまいります。 

 ３款繰入金については６５０万円で、備品購入費の財源として減価償却基金から取り崩しを行

っております。 

 ４款繰越金については３,１９５万４,８１１円で、前年度の繰越金として収入いたしておりま

す。 

 ５款１項１目受託事業収入は、道路・公園等作業受託料収入７,２９９万６,９２７円でござい

ます。 

 ２項１目歳入は、災害による建物災害共済金等５３万７,２８６円でございます。歳入合計

１億６,９５２万２,１７４円でございます。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。 

 次に、歳出でございますが、１款１項１目一般管理費は、主に需用費３,６３１万５,８３０円

の内訳で主なものは、消耗品が２,１２７万５,１９３円、燃料費が９２４万６０円、機械等修繕

料５６７万９,３２０円を支出いたしております。 

 １７節備品購入費として８３３万８,０００円で、トラクター６５馬力１台とベールグラブ・

ラッピングマシン各１台を購入いたしております。 

 １８節負担金補助及び交付金６,６５７万６,５４４円は、農業機械銀行振興会で雇用する機械

オペレーター及び作業員の賃金等相当額を振興会負担金として支出したものでございます。歳出
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合計１億５,２５６万６,０６７円でございます。 

 次に、１０ページをお開き願います。実質収支に関する調書でありますが、歳入歳出差引しま

して、実質収支額は１,６９５万６,０００円でございます。 

 以上、認定第７号についての説明を終わります。御審議の上、認定賜りますようよろしくお願

い申し上げます。 

〔農林水産部部長（松嶋 要次君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  平本建設部長。 

〔建設部部長（平本 善広君） 登壇〕 

○建設部部長（平本 善広君）  認定第８号令和５年度壱岐市水道事業会計欠損金の処理及び決算

の認定について御説明申し上げます。 

 地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づき、令和５年度壱岐市水道事業会計決算を監査委

員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 決算報告書の２ページ、３ページをお開き願います。 

 収益的収入及び支出でございますが、収入第１款の水道事業収益につきましては、予算額７億

４,８９７万円に対しまして、決算額は７億５,７９０万９,４１６円でございます。 

 支出でございますが、第１款の水道事業費用の予算額８億９,６８３万８,０００円に対しまし

て、決算額は７億９,２０２万８,３９３円でございます。 

 ４ページ、５ページをお開き願います。 

 資本的収入及び支出でございますが、収入第１款の資本的収入につきましては、予算額３億

９１４万８,０００円に対しまして、決算額は２億９,６４５万４,９４７円でございます。支出

第１款資本的支出につきましては、予算額４億８,２０５万４,０００円に対しまして、決算額は

４億６,１０９万３,６００円でございます。資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億

６,４６３万８,６５３円は、当年度消費税資本的収支調整額２,３３０万４,６６８円、過年度分

損益勘定留保資金１億４,１３３万３,９８５円で補痾をいたしております。 

 続きまして、６ページをお開き願います。 

 損益計算書です。営業収益が４億９,２２６万９,８０５円、営業費用が７億１,９５７万

２,７６４円、営業損失が２億２,７３０万２,９５９円、営業外収益が２億１,０７０万

４,４３０円、営業外費用３,１７８万４,９０９円、計上損失は４,８３８万３,４３８円です。

特別利益が６４１万４９７円、特別損失が６５９万６,６１３円、当年度純損失は４,８５６万

９,５５４円となり、当年度未処理欠損金は５,７５７万１,７１３円となっております。 

 ８ページ、９ページは余剰金計算書、１０ページには欠損金処理計算書を記載しております。
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未処理欠損金５,７５７万１,７１３円が繰越欠損金となっております。 

 １２ページ、１３ページは貸借対照表、１５ページからは事業報告書等を記載しております。 

 水道事業会計は、計画的に老朽化に伴う各種施設の年次的更新を図り、適正な維持管理に努め

ておりますが、施設の維持・更新費用に加え、企業債の元利償還金が大きな負担となっておりま

す。一般会計からの基準外繰入金なしでは、経営が成り立たない状況でありますが、引き続き健

全な事業運営に向け、最大限努めてまいります。 

 以上で、認定第８号について説明を終わります。御審議いただき認定いただきますようよろし

くお願いいたします。 

〔建設部部長（平本 善広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  これで、市長提出議案等の説明が終わりました。 

 ここで、監査委員に対し、財政健全化判断比率及び資金不足比率審査と決算審査の報告を求め

ます。吉田代表監査委員。 

〔代表監査委員（吉田 泰夫君） 登壇〕 

○代表監査委員（吉田 泰夫君）  それでは、決算審査の報告をいたします。 

 令和５年度壱岐市一般会計及び特別会計、水道事業会計並びに財政健全判断化比率及び資金不

足比率につきまして、市長より提出を受けました、決算書類について法令等に適合し、かつ適正

に表示されているか、また、例月現金出納検査、定期監査の結果も斟酌し、壱岐市監査基準等に

準拠いたしまして、決算の審査を行いました。その結果につきましては、本日提出いたしており

ます各審査決算書により報告をいたします。各意見書の計数等につきましては、決算書・決算統

計資料等から掲載をいたしております。報告につきましては、本日の議事日程の順序で行いたい

と思います。 

 初めに、報告第１１号令和５年度壱岐市財政健全化判断比率及び資金不足比率について、資料

の後に添付しております審査意見書の１ページをお開きをお願いしたいと思います。 

 １ページの第５の審査の結果でございます。１の健全判断化比率につきましては、実質赤字連

結、実質赤字とも赤字はございません。でしたのでゼロとなっております。実質公債費比率、将

来負担比率につきましては、いずれも早期健全化判断比率の範囲内となっております。 

 次に、２ページをお開きを願いたいと思います。 

 ２の資金不足比率でございますが、この資金不足比率につきましては、各会計事業とも資金不

足は生じておりません。 

 ３ページをお開き願いたいと思います。 

 第６の審査意見、審査に付された財政健全化判断比率及び資金不足比率の算定基礎となる書類

は、法令に従って正確に作成され、財政健全化判断比率及び資金不足比率、いずれも基準内であ
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り適正であると認められます。 

 次に、認定第１号から第７号までの令和５年度壱岐市一般会計特別会計決算認定、財産に関す

る調書の資料の後に添付しております審査意見書、２ページをお開きを願いたいと思います。 

 第５の審査の結果で、ここに掲げております。総括としては決算規模の内容、それから統計資

料等の内容を記載しております。 

 １２ページをお目通しを願いたいと思いますが、ここでは一般会計の歳入歳出の状況などを掲

載いたしております。 

 ３４ページからは特別会計の歳入歳出決算書を掲げております。 

 ５２ページ以下からは財産に関する調書、基金運用状況等の状況を掲げておりますので、お目

通しをいただければと思います。 

 ６０ページをお開き願いたいと思います。 

 第６、審査意見でございます。審査に付されました各会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項

別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書及び特定目的定額運用基金の運用状況は法

令等に定められました内容に準拠し、決算数値等に基づき作成され、適正に表示しているものと

認められます。 

 なお、次のとおり事務の執行管理について改善を要する事項が見受けられましたので、整理に

努めていただきたいと思います。 

 １つ目に財務に関する事務について、現金の盗難、収入調定及び支出負担行為の遅延等見受け

られましたので、規定に定められました事務処理等を励行し、より適正な事務の処理をすること

が求められます。 

 ２の債権保全管理では、延滞債権の中で債務承認等の債権の実在性を確保する手続が必要な債

権がありますので、これらを明確にしてもらう必要があります。 

 ３番目には、未収債権につきましては、下記の表のとおりでございますが、新規滞納の発生防

止等債権回収による財源が重要であり、収入未済額の発生を抑制することが求められております。

表の債権額はお目通しをいただきたいと思います。 

 ４の財産に関する調書の中で、災害援護資金貸付金、高等学校奨学資金貸付金が長期延滞とな

っているもの、基金運用状況調書の中の奨学金運用基金で弁済期限が到来し、延滞となっている

ものが認められております。 

 ５に、財政面では、近年厳しい社会情勢等によりまして、市税等の自主財源の伸び悩み、地方

交付税等の減少で、財源の確保が困難な状況となっております。令和３年１２月に策定された壱

岐市財政基盤確立計画及び令和４年３月に改訂された壱岐市公共施設個別施設計画の取組を強化

し、社会情勢の変化に対応できるようなことが必要であると思われます。主要財務比率につきま
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しては下記のとおりでございますので、お目通しをいただきたいと思います。 

 次に、公営企業でございますけれども、認定第８号壱岐市水道会計欠損金の処理及び欠算の認

定について、資料の後に添付しております審査意見書の１ページをお開きを願いたいと思います。 

 第５の審査の結果でございます。経営状況につきましては、給水戸数が１万１,３０６戸で、

前年度より１２０戸減少をしております。年間給水量は３７７万３,００７立米で、有収水量は

２６７万４,１４７立米となっており、有収率が７０.８８％となっております。これは前年度に

比べて５.７ポイントの増加となっております。 

 財政状況におきましては、過去３年間の営業収益の減少、一方、営業費用はほぼ一定をしてお

り、令和５年度も同様な状況で４,８５７万円の純損失の結果となっております。 

 なお、損失補痾の目的で積み立てられていた利益積立金が、令和５年度末の残高ではゼロとな

っています。 

 ２ページをお開き願いたいと思います。 

 （６）の欠損金処理計算書についてでございます。欠損金処理計算書につきましては、前年度

からの繰越欠損金９０２万円と、本年度赤字欠損金４,８５７万円を加えたもので、未処理欠損

金として５,７５７万２,０００円となっております。 

 第６の審査意見です。欠損金処理計算書は法令及び条例に従って作成されていると認められま

す。決算報告書及び決算附属書類は、法令等及び公営企業会計に定める会計の原則に従って適正

に表示していると認められます。水道料未収金につきましては、債権回収を図るとともに、債権

の実在性を求めるための保全管理に努める必要があると思われます。 

 以上、各会計の審査の結果の報告を終わります。 

〔代表監査委員（吉田 泰夫君） 降壇〕 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２７．請願第１号 

○議長（小金丸益明君）  次に、日程第２７、請願第１号についてを議題とします。 

 紹介議員の説明を求めます。１３番、中田恭一議員。 

〔紹介議員（中田 恭一君） 登壇〕 

○紹介議員（１３番 中田 恭一君）  請願の説明をさせていただきます。 

 令和６年度 へき地保育所の閉園延長に関する請願。 

 請願者、へき地保育所の存続を望む会共同代表、頴川加奈江、田中愛妃、柳田保育会長法村洋

介、紹介議員中田恭一。 

 請願の趣旨としまして、令和６年８月６日、２０日に行われました柳田地区保育所保護者合同

説明会において、いきいろ子ども未来課より、へき地保育所の閉所に関する説明が行われました
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が、柳田地区公民館への説明は８月６日が初めてであり、地域住民が十分に納得できていない状

況での閉園、令和７年３月末は望ましくありません。柳田保育所保護者も保育所の立地や小規模

保育の環境を望んでいます。市と地域、保護者、子育て世代間に大きな溝があり、今後は市と地

域、保護者が溝を広げるのではなく、寄り合いながら新たな保育所運営を行っていただくために、

次のことを請願します。 

 請願事項１、柳田地区の立地を踏まえ、柳田地区の需要性を見るために、今年度募集園児の制

限をかけずに閉園の延長を行うこと。 

 ２、今後、閉園については、需要性・民間保育所との調整を図りながら、地域住民や保護者に

は丁寧に説明を行い進めていくこと。 

 ３、閉園延長期間内に、新たな保育環境を望む市民の意向に寄り添い、認定こども園の具体的

な計画や今後の保育所運営について再検討すること。 

 以上です。 

〔紹介議員（中田 恭一君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑はありませんので、これで質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（小金丸益明君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 次の本会議は、９月１０日火曜日午前１０時から開きます。 

 本日はこれで散会いたします。皆さん、大変お疲れさまでした。 

午後０時31分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 


